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秋田県とにかほ市



秋田県立仁賀保高等学校



小学校での
プログラミング教育必修化
• 2016年4月に文部科学省から発表
• 2020年以降先端ＩＴ人材の不足が懸念
•義務教育段階からプログラミングにふれる

経済産業省
IT 人材の最新動向と将来推計
に関する調査結果より引用



秋田県のプログラミング教育

• 2018年「秋田県子どもプログラミング教育研究
会」が発足
• 秋田県立大学廣田准教授が中心となり秋田県のプロ
グラミング教育の情報共有と協力体制の確立

研究会のホームページ（TOP）



高校情報（専門学科）では

•情報システムの開発、アルゴリズム
• 旧学習指導要領

•アルゴリズムとプログラム
• 現学習指導要領

•情報システムのプログラミング
• 新学習指導要領

平成１５年以降
プログラミング教育が実施されている



仁賀保高校の取り組み

• 2018年6月に第１回キッズプログラミング教室
• 場所は「にかほ市観光拠点センターにかほっと」
• 小学生親子１０組を対象



仁賀保高校の取り組み

• 2019年1月市教職員プログラミング研修会
• 場所は「にかほ市立金浦小学校」
• 小学校教員１０名を対象



仁賀保高校の取り組み

•秋田魁新報（地元紙）
のコラムにて取り上げ
られる。

•赤枠に注目してくださ
い。



仁賀保高校の取り組み

• 7月24日には今年度最初のプログラミング教室
も開催しました。（教育公安委員会の視察）



実際に生徒が教えた内容

•にかほ市キッズプログラミング教室
•にかほ市教職員プログラミング研修会



Scratch演習１（ゲーム作成）
•スプライト（猫）を操作して動かそう



Scratch演習１（ゲーム作成）
•スプライト（オレンジ）を追加して動かそう



Scratch演習１（ゲーム作成）
•スプライト（オレンジ）を動かそう



Scratch演習１（ゲーム作成）
•落ちてくるオレンジから逃げてください！！



Scratch演習２（階段の電気）
• 電気のオン・オフをプログラミングで再現



Scratch演習２（階段の電気）
• 通電している前提で、スイッチで電気を制御

スイッチのプログラム 電球のプログラム



Scratch演習２（階段の電気）
•身の回りの事象から考える
• 下の階で電気をつけて上の階で電気を消す（逆もあ
る）

※ プログラミングを⽤いることで仕組みを理解させることが
できる



Scratch演習２（階段の電気）
・スイッチはオンとオフの２通り＝０か１
・下の階と上の階でスイッチは１つずつ

では考えて皆さんで考えて⾒ましょう！！



Scratch演習２（階段の電気）
•スイッチのプログラムは最初と同じ×２
•電気信号の関係を考える
• 電球プログラムを考える

気づきませんか！？



Scratch演習２（階段の電気）
•スイッチの信号が異なるときに電気がつく
• 信号が同じときは電気が消える

下の階のスイッチ 上の階のスイッチ 照明



終わりに

•情報科には「追い風」が吹いている。
• 小学校教員のプログラミング人材不足
• 政府によるSociety5.0の提唱
• 懸念される先端ＩＴ人材の不足

•学校の中だけでの授業で終わってはいけない
• 小学校にプログラミングメンターとして生徒派遣
• Society5.0につながる外部での教育環境整備
• 外部講師を用いた先端ＩＴ人材を育てる教育

情報科の得意分野を余すことなく外に発信するすることで
地域で人材を育成する事ができる



ご清聴
ありがとうございました


